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部分浅耕一工程播種は燃料消費を削減、作業時間を短縮

慣行と比較して、
作業時間は0.56時間/10a削減 燃料消費量は2.2L/10a削減































少量散布ノズルの特長

（日産化学HPより）

少量散布ノズルの効果検証



少量散布ノズルにより水補給回数が大幅に削減
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注）散布面積が３haに満たないデータは集計から除外した。

慣行：19回

少量散布ノズル：3回

少量散布ノズルの効果検証



・薬量500mℓに水量5ℓで10a散布
・少量散布専用ノズルの利用

（ラウンドノズルULV5セット※1）

・散布時期は大豆作耕起前または出芽前まで
・ブームスプレイヤーでも専用ノズルで少量

散布可能
・薬量50ℓに水量500ℓで10ha散布
・運転モード設定「手動」、散布圧力１MPa
（固定）、散布速度は4km/h※2

※１ 噴霧機等機種に対応したノズルを選択する。

※２ 走行時の揺れや残渣等により散布が不均一となる場合は、散布速度

を落とし、散布水量を増やす。2km/h→1,000ℓ/10ha 3km/h→700ℓ/10ha。

その他の除草剤でも高濃度小水量散布が可能となっている。
各メーカーのWebサイト等で薬量と水量の処方や使用するノズル等を必ず確認
した上で散布を行うこと。

噴霧機使用の場合
背負う重量と給液回数を減らせる
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ブームスプレイヤー使用の場合
散布水量を1/20に減らせる








